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一
冗
代
法
旨
に
見
え
る
歴
代
帝
師
の
居
所

｜
｜
大
都
の
花
園
大
寺
と
大
護
国
仁
王
寺
！
l

中

村

淳

は

じ

め

に

モ
ン
ゴ
ル
時
代
に
皇
帝
、
諸
王
、
皇
太
后
・
皇
后
の
発
令
文
が
そ
れ
ぞ
れ
聖
旨
、
令
旨
、
蕗
旨
と
呼
ば
れ
た
の
に
対
し
、
歴
代
帝
師

及
び
国
師
が
元
朝
治
下
の
仏
寺
あ
る
い
は
仏
僧
に
出
し
た
発
令
文
は
法
旨
と
呼
ば
れ
、
文
書
原
物
、
碑
刻
、
あ
る
い
は
典
籍
に
収
め
ら

れ
る
形
で
伝
存
す
る
。
帝
師
と
は
、

一
二
六

O
年
に
元
朝
初
代
皇
帝
に
即
位
し
た
ク
ピ
ラ
イ
に
よ
っ
て
国
師
に
任
命
さ
れ
た
チ
ベ

γ
ト

仏
教
サ
キ
ャ
派
の
高
僧
パ
ク
パ
が
、

一
二
七

O
年
に
任
じ
ら
れ
た
元
朝
仏
教
界
の
最
高
の
位
で
あ
る
。
以
来
歴
代
サ
キ
ャ
派
の
高
僧
た

ち
が
そ
の
地
位
を
踏
襲
し
、
皇
帝
を
始
め
と
す
る
皇
族
た
ち
の
絶
大
な
尊
崇
を
受
け
、
同
派
は
そ
の
庇
護
の
も
と
チ
ベ

y
ト
に
お
い
て

も
覇
を
唱
え
た
。
碑
刻
と
し
て
伝
存
す
る
法
旨
四
通
に
訳
註
を
加
え
た
常
一
九
八
四
（
五
二
二
l
l
五
二
三
頁
）
が
述
べ
る
よ
う
に
、
聖

旨
・
令
旨
・
蕗
旨
が
モ
ン
ゴ
ル
皇
族
に
よ
っ
て
発
令
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
皇
族
で
な
い
帝
師
が
そ
れ
に
匹
敵
す
る
法
旨
を
出
せ
た
こ

57 

と
は
、
法
旨
の
存
在
自
体
が
モ
ン
ゴ
ル
皇
室
の
帝
師
崇
拝
、
そ
し
て
帝
師
の
特
別
な
地
位
を
表
わ
し
て
い
る
と
言
え
る
。
法
旨
は
聖
旨
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一
定
の
書
式
を
持
っ
て
お
り
、
官
頭
定
型
句
に
始
ま
り
、
発
令
者
、
告
知
対
象
者
、
宛
一
先
、
寺
産
安
堵
等
を
内
容
と
す
る

本
文
、
威
嚇
文
言
、
発
令
年
、
発
令
地
の
順
に
記
さ
れ
て
い
引
法
旨
の
発
令
者
で
あ
る
帝
師
に
関
す
る
研
究
は
多
く
あ
る
が
、
紛
れ

等
と
同
様
、

も
な
い
同
時
代
史
料
で
あ
る
法
旨
を
積
極
的
に
利
用
し
た
の
は
唯
一
、
稲
葉
一
九
六
五
の
み
と
言
っ
て
よ
い
。
稲
葉
氏
は
チ
ベ
ッ
ト
年

代
記
や
漢
文
文
献
に
加
え
て
、

ト
ヮ
ッ
チ
氏
に
よ
っ
て
中
央
チ
ベ

y
ト
の
シ
ャ
ル
ヶ
寺
で
た
ま
た
ま
発
見
さ
れ
た
チ
ベ

v
ト
語
文
書
群
、

い
わ
ゆ
る
シ
ャ
ル
ゥ
文
書
（

N
E
－ZU
0
2
5
0三
回
〉
中
の
八
通
の
法
旨
を
利
用
し
て
歴
代
帝
師
の
系
統
と
年
次
を
明
ら
か
に
し
た
。

し
か
し
帝
師
の
具
体
的
な
職
掌
や
活
動
に
関
し
て
は
漢
文
・
チ
ベ
ッ
ト
文
を
問
わ
ず
史
料
が
少
な
く
、
例
え
ば
皇
帝
の
も
と
に
赴
い
た

産
代
の
帝
師
た
ち
が
一
体
ど
こ
を
拠
点
に
し
て
い
た
の
か
な
ど
、
研
究
の
多
さ
の
割
り
に
は
不
明
な
部
分
が
多
い
。
と
こ
ろ
で
、
近
年

中
国
を
中
心
に
新
た
な
法
旨
の
存
在
を
明
ら
か
に
す
る
論
文
や
史
料
集
が
次
々
に
現
わ
れ
て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
は

じ
め
に
筆
者
が
確
認
し
得
た
限
り
の
法
旨
を
一
覧
に
し
て
提
示
し
、
特
に
そ
の
発
令
地
に
着
目
し
て
歴
代
帝
師
の
居
所
を
把
握
し
て
み

R

－、。

中
心
、

v

歴
代
帝
師
の
法
旨

法
旨
す
べ
て
の
移
録
、
訳
註
を
行
な
う
こ
と
は
到
底
不
可
能
で
あ
る
か
ら
、
以
下
に
筆
者
が
把
握
す
る
法
旨
に
つ
い
て
、
発
令
年
次
、

宛
先
、
発
令
者
、
発
令
地
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
研
究
等
の
情
報
を
挙
げ
つ
つ
、
年
代
順
に
一
覧
に
し
て
示
す
。
な
お
、

シ
ャ
ル
ヮ
文

串
一
百
の
叶
ロ

2
－E
S
の
頁
数
は
氏
の
英
訳
・
移
録
・
写
真
の
順
に
挙
げ
る
。
ま
た
発
令
者
で
あ
る
各
帝
師
の
在
位
期
聞
を
稲
葉
一
九

六
五
に
よ
っ
て
初
出
の
場
合
に
限
り
付
し
た
。

①
ウ
サ
ギ
の
年
（
至
元
四
年
丁
卯
、

一
二
六
七
）
十
月
十
五
日
付
け
、

チ
ベ
ッ
ト
の
チ
ョ
l
デ
ィ
ン
寺
与
O
回
目
己
認
企

g
宮



鬼
て
、
パ
グ
パ

d
y出
向
田
宮
（
第
一
代
帝
師
、

一
二
七

O
｜
一
二
七
四
）
の
チ
ベ
ッ
ト
文
法
旨
宮
山
日
原
物
。
発
令
地
は
ダ
ム
ユ
ン

6
m
B
8
1
D
m。
写
真

h
F｝M
Z
F
E
E－七七・

ω
お
ω品
∞
・
研
究
一
昨
Z
F
］呂∞】

円）℃・

ωAHU主
一
陳
・
祝
一
九
八
六
一
西
蔵
人

民
出
版
社
一
九
八
六
、
六
一
頁
。

②
シ
ャ
ル
ヮ
文
書
第
一
篇
（
叶
ロ
の
門
戸

E
S・
2
）
・
ミ
0

・
立
戸
戸
∞
w
m
m
F
H
N
A）
。
ト
ラ
の
年
（
至
一
克
二
十
七
年
庚
寅
、

一
二
九

O
）

七
月
一
日
付
け
、
ゴ
ン
ポ
パ
ル

E
。
。
ロ
旬
。
己
℃
包
宛
て
、
第
四
代
帝
師
イ
ェ
シ
ェ

l
リ
ン
チ
ェ
ン

J
p
m
F
2
江
口
与
巾
ロ
（
一
一
一
八

元代法旨に見える歴代帝師の居所

六
九
一
）
の
チ
ベ
ヅ
ト
文
法
旨

m
g
g
原
物
。
発
令
地
は
大
宮
城
上
都
℃
宮
青
山
口

m
n
u
g
℃。

ωげ
向
口
問
件
。
。
移
録
一
赤
烈
曲

礼
一
九
八
六
、
二
四
一

l
二
四
二
頁
。

③
シ
ャ
ル
ヮ
文
書
第
二
篇
（
吋
ロ

2
～
s
s
w
同）同）・ョ。
w
2
F
E∞－

mm・
－
旧
日
）
。
ヒ
ツ
ジ
の
年
（
元
貞
元
年
乙
未
、

一
二
九
五
）
閏

四
月
十
八
日
付
け
、
ゴ
ン
ポ
パ
ル
宛
て
、
第
五
代
帝
師
タ
ク
パ
オ
l
セ
ル
の
門
出
向
田
同
）
印
、
ぶ
乱

N
2
（
一
二
九
一

l
一一ニ

O
二
一
）
の
チ
ベ

ッ
ト
文
法
旨

m
E
B
原
物
。
発
令
地
は
大
宮
城
上
都

H
V
F
O
σ
E
D
m
♀

g
宮
∞
｝
】
同
ロ
何
件
。
。
移
録
一
赤
烈
曲
礼
一
九
八
六
、
二
四

二
二
四
三
頁
。

④
ウ
シ
の
年
（
大
徳
五
年
辛
丑
、

一三

O
一
）
三
月
十
八
日
付
け
、
河
南
鄭
州
大
覚
禅
寺
住
持
薄
長
老
ら
宛
て
、
第
五
代
帝
師
タ
ク

パ
オ
1
セ
ル
の
漢
文
法
旨
碑
。
発
令
地
は
大
都
大
寺
。
移
録
・
研
究
日
『
金
石
翠
編
補
正
』
巻
四
、

八
葉
裏
九
葉
表
一
葉
一
九
五
五
、

四
八
頁
一
常
一
九
八
四
、
五

O
三
！
五

O
四
頁
一
西
蔵
人
民
出
版
社
一
九
八
六
、
六
二
頁
。

⑤
ウ
シ
の
年
大
徳
五
年
（
辛
丑
、

一三

O
一
）
四
月
二
十
八
日
付
け
、
五
台
山
大
寿
寧
寺
住
持
華
厳
順
吉
祥
ら
宛
て
、
第
五
代
帝
師

タ
ク
パ
オ
l
セ
ル
の
漢
文
法
旨
碑
。
発
令
地
は
五
台
山
。
移
録
・
研
究
一
『
常
山
貞
石
志
』
巻
一
七
、

一
四
葉
表
一
九
葉
表
一
葉

59 

九
五
五
、
四
九
頁
一
常
一
九
八
回
、
五

O
四
i
五
O
五
頁
一
西
蔵
人
民
出
版
社
一
九
八
六
、
六
二

l
六
三
頁
。
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⑥
タ
ツ
の
年
（
大
徳
八
年
甲
辰
、

一一二

O
四
）
二
月
二
十
四
日
付
け
、

ロ
ポ
ン

H
コ
ン
ト

γ
ω
－cぴ
仏
唱
。
ロ

w

同
町
。
ロ
印
件
。
ロ
並
び
に

ロ
ポ
ン

H
リ
ン
チ
ェ
ン
パ
ル
サ
ン
ポ
巴
。
σ
己
目
）
。
ロ
河
宮
の
町
。
一
口
広
冨
！
日
ず
N
山口
m

H

V

。
宛
て
、
第
六
代
帝
師
リ
ン
チ
ェ
ン
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン

月
一
口
門
町
内
ロ
認
可
同
日

E
Z
E
D
（
二
ニ

O
四
i
O五
）
の
チ
ベ
ず
ト
文
法
旨

m
E
B
原
物
。
発
令
地
は
大
宮
城
大
都
の
大
寺
花
園
荘
。

ず
E
D
m
n
F
g
旬。同，
mw－
zw目
白
色
。
円

F
S
℃
。
冨
σ
z
m
g
E。
写
真
・
研
究
υ

西
蔵
人
民
出
版
社
一
九
八
六
、

一
三
士
具
、
六
回

頁。
⑦
シ
ャ
ル
ゥ
文
書
第
三
篇
（
叶
宮
内
－

E
さ
・
問
者
・

2
c・
立
ア

E
p
b
m－
H
N
S。
タ
ツ
の
年
（
大
徳
八
年
甲
辰
、

一三一

O
四
）
五
月

二
十
三
日
付
け
、
ド
ル
ジ
ェ
ワ
ン
チ
ュ
ク
ユ
）
。
ュ
0
2）山口何回｝｝
q
z
m
宛
て
、
第
六
代
帝
師
リ
ン
チ
ェ
ン
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン
の
チ
ベ
ッ

ト
文
法
旨

m
g
g
原
物
。
発
令
地
は
上
部

ω｝
岡
山
口
ぬ
言
。
移
録
二
亦
烈
曲
札
一
九
八
六
、
二
四
三
1

二
四
回
頁
。

⑦
タ
ツ
の
年
（
犬
徳
八
年
甲
辰
、

一三

O
四
）
五
月
二
十
二
日
付
け
、
ド
ル
ジ
ェ
ワ
ン
チ
ュ
グ
宛
て
、
第
六
代
帝
師
リ
ン
チ
ェ
ン
ギ

ェ
ン
ツ
ェ
ン
の
チ
ベ
ッ
ト
文
法
旨
原
物
。
発
令
地
は
「
上
部
」
。
研
究
一
西
蔵
人
民
出
版
社
一
九
八
六
、
六
一
二
六
四
頁
（
漢
訳
の
み

で
テ
キ
ス
ト
な
し
）
。
⑦
よ
り
日
付
が
一
日
早
い
だ
け
で
発
令
者
・
発
令
対
象
者
は
同
じ
で
、
内
容
も
西
蔵
人
民
出
版
社
一
九
八
六
の

漢
訳
を
み
る
か
ぎ
り
一
致
す
る
。
同
書
の
誤
植
の
可
能
性
が
あ
り
、
本
稿
で
は
こ
れ
を
一
通
と
し
て
数
え
な
い
。

⑧
シ
ャ
ル
ゥ
文
書
第
四
篇
（
叶
ロ

2
－

zs・宮｝・
2
y
目
。
・
立
∞

w
p川
・
ロ
ヴ
。

ヒ
ツ
ジ
の
年
（
大
徳
十
一
年
丁
未
、

一三

O
七）

七
月
十
九
日
付
け
、

シ
ャ
ル
ゥ
寺
宛
て
、
第
七
代
帝
師
サ
ン
ギ
ェ
パ
ル
∞

g
m印
有
吉
田
仏
℃
巳
（
二
ニ

O
五
l
一
四
）
の
チ
ベ
ッ
ト
文

法
旨

m
E
B
原
物
。
発
令
地
は
大
宮
城
大
都
の
大
寺
芸
。

σ円山口
m
n
F
S
句。、
2
4
Z
J
a
o
n
F
g
℃0
0

移
録
二
亦
烈
曲
札
一

九
八
六
、
二
四
四

l
二
四
五
頁
。

＠
ヒ
ツ
ジ
の
年
（
大
徳
十
一
年
丁
未
、

一三

O
七
）
十
月
十
九
日
付
け
、

シ
ャ
ル
ク
寺
宛
て
、
第
七
代
帝
師
サ
ン
ギ
ェ
パ
ル
の
チ
ベ



ッ
ト
文
法
旨
原
物
。
発
令
地
は
「
大
都
大
寺
」
。
研
究
一
西
蔵
人
民
出
版
社
一
九
八
六
、
六
五
頁
（
漢
訳
の
み
で
テ
キ
ス
ト
な
し
）
。

⑬
シ
ャ
ル
ゥ
文
書
第
五
篇
（
叶
ロ

2
－
E
S・困者・
0
2・
3
0・
E
F
片山尚－

H
N
∞
）
。
タ
ツ
の
年
（
延
祐
三
年
丙
辰
、

一
一
一
一
一
六
）
四
月

八
日
付
け
、

シ
ャ
ル
P
寺
宛
て
、
第
八
代
帝
師
ク
ン
ガ
ロ
ト
l
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン
パ
ル
サ
ン
ポ
間
口
口
広
m
m
w
E
o
m
g白
話
苫
巴
ご
出
仲
田
町
田
口

身白－

z
g
m
u
o
（
一
一
ニ
一
五
｜
二
七
）
の
チ
ベ
ッ
ト
文
法
旨
ぬ
仲
間
日
原
物
。
発
令
地
は
大
宮
城
大
都
の
大
寺
匂
宮
官
自
関
与
g

旬
。
叶
内
九
日
同
ロ
バ
凹
含

n
v
g
句
。
。
移
録
一
赤
烈
曲
礼
一
九
八
六
、
二
四
五
｜
二
四
六
頁
。

元代法旨に見える歴代帝師の居所

⑪
ヘ
ピ
の
年
（
延
祐
四
年
了
巳
、

一
三
一
七
）
正
月
三
十
日
付
け
、
広
東
部
州
路
南
華
禅
寺
・
広
州
路
南
華
戒
院
住
持
徳
街
長
老
宛

て
、
第
八
代
帝
師
ク
ン
ガ
ロ
ト
I
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン
パ
ル
サ
ン
ポ
の
チ
ベ
ッ
ト
文
法
旨

m
E
S
原
物
。
発
令
地
は
大
宮
城
大
都
の
大
寺

HLMOVHmgm
円
宮
口
句
。
同
，
m－－

Z
4
白色
o
n
y
o
D
旬
。
。
明
の
天
順
八
年
（
一
四
六
四
）
五
月
十
五
日
付
け
の
漢
訳
が
原
物
と
と
も
に

南
華
寺
に
現
存
す
る
。
写
真
一
楊
一
九
八
二
、
図
版
一
一
一
広
東
省
博
物
館
一
九
九

O
、
図
版
五
回
、
五
五
。
研
究
υ

楊
一
九
八
二
、
四

六
ー
四
七
一
照
那
斯
図
一
九
八
二
、
二
三

O
l二
三
二
頁
（
訳
文
は
常
風
玄
ご
西
蔵
人
民
出
版
社
一
九
八
六
、
六
六

l
六
七
頁

L
z・

E
2
5
g
w
E
Y
E－

S
（
常
風
玄
漢
訳
か
ら
の
英
訳
ご
広
東
省
博
物
館
一
九
九

O
、
九
八
頁
。

⑫
ヒ
ツ
ジ
の
年
（
延
祐
六
年
己
未
、

一
一
二
一
九
〉
十
一
月
八
日
付
け
、
ロ
シ
H

リ
ン
チ
ェ
ン
ゴ
ン
色
。
D
E
D
与

g

E
向
。
ロ
宛
て
、

第
八
代
帝
師
ク
シ
ガ
ロ
ト
I
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン
パ
ル
サ
ン
ポ
の
チ
ベ
ッ
ト
文
法
旨

m
g
B
原
物
。
発
令
地
は
大
宮
城
大
都
℃
F
o
σ
E
D
m
H

。
F
2
3
叶
m
w
E。
写
真
日
孟
一
九
八
四
、
二
五
七
頁
。
研
究
一
孟
一
九
八
四
一
西
蔵
人
民
出
版
社
一
九
八
六
、
六
五

l
六
六
頁
。

⑬
シ
ャ
ル
ゥ
文
書
第
六
篇
（
吋
去
の
日

E
S・旬開｝・。
2
・
ヨ
o
w
a
N
W
a
y
出
向
・
ロ

3
。
ト
リ
の
年
（
至
治
元
年
辛
酉
、

一一一一一一一〉

四
月
十
二
日
付
け
、

シ
ャ
ル
ク
寺
宛
て
、
第
八
代
帝
師
ク
ン
ガ
ロ
ト
l
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン
パ
ル
サ
ン
ポ
の
チ
ベ
ッ
ト
文
法
旨
宮
山
田
原
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物
。
発
令
地
は
大
宮
域
大
都
の
花
闇
大
寺
田
）
F
O
V門
知
ロ
向
。
F
2
3
吋
m
E
E
4
宮
O
E
m
E
E－－

E
O
の
F
S
旬
。
。
移
録
u

赤
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烈
曲
礼
一
九
八
六
、
二
四
六
｜
二
四
八
頁
。

⑭
ト
リ
の
年
（
至
治
元
年
辛
西
、

二
三
二
）
十
月
十
五
日
付
け
、
河
南
大
名
路
播
州
天
寧
寺
住
持
朗
吉
祥
宛
て
、
第
八
代
帝
師
ク

ン
ガ
ロ
ト
i
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン
パ
ル
サ
ン
ポ
の
パ
ク
パ
文
字
モ
ン
ゴ
ル
文
・
漢
文
対
訳
法
旨
（
貯
士
）
碑
。
発
令
地
は
吋
m
H
M

「
ム
ロ
／
大
都
。

拓
影
一
北
京
図
書
館
金
石
組
一
九
九

O
（
四
九
）
、

一
O
八
頁
一
照
那
斯
図
一
九
九
一
、

一
四
一
ニ
頁
。
モ
ン
ゴ
ル
文
研
究
一
常
一
九
八

四
、
五

O
六
l
五一

O
頁
（
解
読
は
照
那
斯
図
に
よ
る
ご
照
那
斯
図
一
九
九
一
、

一
回
二
｜
一
四
六
頁
。
漢
文
移
録
・
研
究
一
『
溶
県

金
石
録
』
巻
二
一
円
宮
川
H
J
H

田口口

g
S
S
W
－）同）・台
C
I
A
－ω
ニ
祭
一
九
五
五
、
七
七
頁
一
常
一
九
八
四
、
五
一

O
l五
一
一
一
良
一
西
蔵
人
民

出
版
社
一
九
八
六
、
六
七
頁
一
照
那
斯
図
一
九
九
一
、

一
四
六
頁
。

⑮
シ
ャ
ル
ヮ
文
書
第
七
篇
（
叶
ロ

2
－
Hむさ‘℃円）・

2
H！
2NW
吋
日

N
W
a
r
b
m－
5
3
0
ウ
シ
の
年
〈
泰
定
二
年
乙
丑
、

一一一一一一五）

三
月
十
日
付
け
、
ド
ル
ジ
ェ
ワ
ン
チ
ュ
ク
門
口
。

ισ
巳

σ山
口
問
匂
Z1cm
宛
て
、
第
八
代
帝
師
ク
ン
ガ
ロ
ト
i
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン
パ
ル
サ

ン
ポ
の
チ
ベ
ッ
ト
文
法
旨
ぬ
Z
B
原
物
。
発
令
地
は
大
宮
城
大
都
匂
宮
ぴ
片
山
口

m
s
g
℃
。
吋
州
三
宮
。
移
録
二
亦
烈
曲
礼
一
九
八

ハ
、
二
四
八
｜
二
四
九
頁
。

⑮
『
勅
修
百
丈
清
規
』
所
収
、
ネ
ズ
ミ
の
年
（
至
元
二
年
丙
子
、

二
三
ニ
六
）
四
月
十
一
日
付
け
、
大
龍
朔
集
慶
寺
笑
隠
長
老
宛
て
、

第
十
一
代
帝
師
ク
ン
ガ
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン
パ
ル
サ
ン
ポ
同
ロ
ロ
己
ぬ
一
民
品
百
－

s
g宮
山
口
己
℃
向
日

σ
B
D
m
句
。
（
一
一
三
ニ
二
l
l

一
三
五
九
）

の
漢
文
法
旨
。
発
令
地
は
大
都
大
寺
。
移
録
・
研
究
一

nzgDロ
2
5
E・宮）－

B吋
l

主
ご
薬
一
九
五
五
、

一一

O
頁
一
入
矢
一
九

五
八
、
五
五

l
五
七
頁
。

シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
・
薬
両
氏
は
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
巻
四
八
所
収
本
（
二

O
二
五
番
）
に
よ
る
が
、
入
矢
氏

が
発
表
し
た
一
元
刊
本
（
京
都
大
学
付
属
図
書
館
所
蔵
）
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
。

⑪
ネ
ズ
ミ
の
年
（
至
元
二
年
丙
子
、

二
三
三
ハ
）
四
月
十
六
日
付
け
、

シ
ャ
ル
ヮ
寺
宛
て
、
第
十
一
代
帝
師
ク
ン
ガ
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン



。
ハ
ル
サ
ン
ポ
の
チ
ベ

v
ト
文
法
旨
原
物
。
発
令
地
は
「
大
都
大
寺
」
。
研
究
υ

西
蔵
人
民
出
版
社
一
九
八
六
、
六
八
頁
（
漢
訳
の
み
で

テ
キ
ス
ト
な
し
）
。

⑮
シ
ャ
ル
ヮ
文
書
第
八
篇
（
叶
ロ

2

－E
S・
旬
開
｝
・
ミ
N
W
a
N
・
3
r
m
m・
5
3
0
ネ
ズ
ミ
の
年
（
至
元
二
年
丙
子
（
二
ニ
三
六
）
も

し
く
は
至
正
八
年
戊
子
（
一
三
四
八
）
）
四
月
十
六
日
付
け
、

シ
ャ
ル
ゥ
寺
宛
て
、
第
十
一
代
帝
師
グ
ン
ガ
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン
パ
ル
サ
ン

ポ
の
チ
ベ
ず
ト
文
法
旨

m
Z
E
原
物
。
発
令
地
は
大
宮
城
の
大
都
花
園
大
寺

HVE
宵
g
m
n
V
8
3」
叶

忠

吉

冨

σ
z
m
E

元代法旨に見える歴代帝師の居所

z
w
M
m
a
o
n
F
g
旬
。
。
移
録
日
赤
烈
曲
礼
一
九
八
六
、
二
四
九
！
二
五

O
頁。

⑬
へ
ピ
の
年
（
至
正
元
年
辛
巳
（
一
三
四
一
〉
も
し
く
は
至
正
十
三
年
葵
巳
（
一
三
五
三
）
も
し
く
は
至
正
二
十
五
年
乙
巳
（
一
三

六
五
）
〉
十
月
十
五
日
付
け
、
山
東
泰
安
州
長
清
県
大
霊
巌
寺
住
持
定
巌
長
老
宛
て
、
国
師
コ
ン
チ
ョ
ク
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン
仏
関
。
ロ

E
S
Oぬ

認
可
包

5
2
E
D
（
詳
細
不
明
）
の
チ
ベ

y
ト
文
・
漢
文
対
訳
法
旨
（
m
E
S）
碑
。
発
令
地
は
高
良
河
の
大
寺
の
E
．ロ

q
g
m
y。バ

包
ゅ
の

F
g
旬
。
／
高
良
河
大
護
国
仁
王
寺
。
大
護
国
仁
王
寺
は
大
都
都
城
の
西
、
高
良
河
の
河
岸
に
位
置
す
る
。
拓
影

H
n
E
S
5
2

E
S－－－
N
∞
一
常
盤
・
関
野
一
九
七
六
、
図
版
七
の
二
一
王
一
九
八
一
、
四
六
頁
一
北
京
図
書
館
金
石
組
一
九
九

O
（五

0
1

四

＝
一
頁
ニ
尽
都
大
学
文
学
部
図
書
館
一
九
九

O
、
図
版
二
七
、
二
五
頁
。
チ
ベ

y

ト
文
移
録
口

h
v
m
gロロ
S
E
S
－－－
N

。

pzrω
・

に
よ
る
）
一
常
一
九
八
四
、
五
一
四

l
五
一
七
頁
。
漢
文
移
録

h
n
E
4
m
Dロ
2
5
g・同
y

品
目
。
一
寺
本
一
九
三
一
、
七
八
頁
一
葉
一

九
五
五
、
五
二
一
員
一
常
一
九
八
四
、
五
一
七
｜
五
一
八
頁
一
西
蔵
人
民
出
版
社
一
九
八
六
、

六
八

l
六
九
頁
。
研
究

H
n
g
gロロ
2

E
g
w
E
Y
企∞
1
bご
寺
本
一
九
一
一
一
一
一
葉
一
九
五
五
、
五
二
頁
一
常
盤
・
関
野
一
九
七
六
、

七
頁
一
常
一
九
八
四
、

五
一
一

l
i
五

一
八
頁
一
西
蔵
人
民
出
版
社
一
九
八
六
、
六
八
｜
六
九
頁
。
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＠
ブ
タ
の
年
六
月
十
三
日
付
け
、

シ
十
ル
ゥ
寺
宛
て
、
帝
師
の
チ
ベ

γ
ト
文
法
旨
原
物
。
発
令
地
は
大
宮
城
上
都
の
ツ
ェ

I
大
寺
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表：法旨より見た歴代帝師の動き

I 1 I 2 I 3 I 4 I閏415161 7 lsl9l10l11l12 
発令地｜大｜大｜大｜大｜上 ｜上｜上｜上01／大191-1-1大｜大｜－

（大＝大都，上＝上都。地名に付した数字は日付を表わす。〉

月

同
】
｝
】

O

官
邸
口
問
。

v
g
旬
。
∞
宮
口
間
四
件
。
バ
寸
田
町
何
回
目

a
o
n
F
8
3
（
詳
細
不
明
）
。
中
国
歴
史
博
物
館
一
九
九
一
、

一
四
三
貝
に
「
元
帝
給
西
蔵
的
放
論
」
と
し
て
写
真
の
み
が
載
せ
ら
れ
る
が
、
前
半
数
行
分
が
欠
け
て
お
り
発

令
者
は
不
明
。
た
だ
し
文
書
に
捺
さ
れ
た
パ
グ
パ
文
字
漢
文
の
印
璽
の
刻
文
は
シ
ヤ
ル
ヮ
文
書
の
そ
れ
と
同
様

EM可

S
E
a－
雷
同
件
ぜ
ひ
伝
砂
苫

E
m
s
m
F
o
p
E
山口

p
z
z
m
肱
？
の
似
当
日
－

1
ロ
（
大
元
帝
師
統
領
諸
国
僧
尼
中
興

釈
教
之
印
〉
と
読
め
、
本
文
書
は
間
違
い
な
く
帝
師
の
法
旨
で
あ
る
。

以
上
二
十
通
の
法
旨
は
、
他
の
聖
旨
な
ど
の
発
令
文
が
ほ
と
ん
ど
碑
刻
と
し
て
伝
存
す
る
の
に
比
し
て
、

チ
ベ

v
ト
文
の
原
物
が
十
六
通
と
そ
の
大
半
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
第
一
の
特
徴
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
法
旨
の
原
文
は

原
則
と
し
て
チ
ベ
ヅ
ト
文
で
書
か
れ
、
唯
一
パ
ク
パ
文
字
・
漢
文
合
壁
と
し
て
異
彩
を
放
っ
⑭
を
別
と
し
て
、
他

の
漢
文
法
旨
は
チ
ベ
ッ
ト
語
か
ら
訳
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
発
令
年
次
と
発
令
地
が
明
示
さ
れ
る
法
旨
か
ら
は
定
時
的
に
発
令
者
た
る
帝
師
の
位
置
を
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
各
法
旨
の
う
ち
大
都
も
し
く
は
上
都
か
ら
発
令
さ
れ
た
も
の
を
月
順
に
並
べ
て
み
る
と
別

表
の
よ
う
に
な
る
。
年
次
を
一
切
無
視
し
た
点
に
問
題
は
残
る
が
、
帝
師
が
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
上
都
に
向

か
い
、
七
月
に
大
都
に
戻
る
と
い
う
傾
向
が
看
取
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
元
代
の
故
事
・
風
俗
を
多
く
記
録
し
た
書

と
し
て
知
ら
れ
る
葉
子
奇
『
草
木
子
』
雑
制
篇
（
元
明
史
料
筆
記
叢
刊
、
六
四
頁
）
に
よ
る
と
、
元
の
皇
帝
は
毎

年
四
月
に
上
都
に
避
暑
し
八
月
に
大
都
に
還
る
と
あ
る
。
そ
こ
で
両
者
の
動
向
を
対
照
し
て
み
る
と
大
都
に
還
る

月
は
帝
師
の
方
が
一
月
早
い
も
の
の
概
ね
一
致
し
、
歴
代
の
帝
師
が
皇
帝
に
従
い
両
都
聞
を
往
来
し
た
姿
が
浮
か

び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
発
令
地
に
関
し
て
特
徴
的
な
の
は
「
大
寺
」
と
い
う
語
句
が
数
多
く
見
え



る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
も
⑮
の
上
都
の
ツ
ェ

1
大
寺
を
除
け
ば
、
漢
文
法
旨
碑
で
あ
る
④
⑬
及
び
チ
ベ
ッ
ト
文
法
旨
原
物
で
あ
る
＠
＠

⑬
＠
＠
の
大
寺
は
す
べ
て
大
都
と
セ

v
ト
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、

チ
ベ
ッ
ト
文
法
旨
原
物
の
⑥
⑬
⑮
に
大

都
の
花
園
大
寺
、
蔵
漢
合
壁
法
旨
碑
の
⑮
に
チ
ベ

y
ト
文
で
高
良
河
の
大
寺
、
漢
文
で
高
良
河
大
護
国
仁
王
寺
と
、
そ
れ
ぞ
れ
よ
り
目
穴

体
的
に
記
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
、
大
都
の
こ
れ
ら
二
つ
の
大
寺
と
歴
代
帝
師
と
の
関
係
を
順
に
考
察
す
る
こ
と
と
す

る。

元代法旨に見える歴代帝師の居所

チ
ベ
ッ
ト
年
代
記
に
み
え
る
大
都
の
花
園
大
寺

一
三
七
六
年
成
立
の
『
ヤ
ル
ル
ン
ジ
ョ
ウ
ォ
の
仏
教
史

4
R
E
D
m
ニo
v
o－－岳

g
dヨ
sm』
（
四
川
民
族
出
版
社
、

一
九
八
八

年
、
略
号
Y
J
C〉
と
、

一
四
三
四
年
成
立
の

『
漢
蔵
史
集
円
。
吉
国
主

1
m
g
v
g
E
（
四
川
民
族
出
版
社
、

一
九
八
五
、
略
号

G
B
Y
T）
の
二
つ
の
チ
ベ
ッ
ト
年
代
記
の
歴
代
帝
師
の
伝
に
は
花
園
大
寺
冨

O
E
m
E
E－－
E
ゅ
の

F
g
宮
に
言
及
す
る
箇
所

が
散
見
さ
れ
る
。

ま
ず

G
B
Y
T
の
第
二
代
帝
師
リ
ン
チ
ェ
ン
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン
河
官
。
F
O
ロ円佃
q
m
H
B
Z
E白
口
伝
に
は
、

ラ
マ

H
パ
ク
パ
が
ウ
l

・
ツ
ア
ン
に
行
か
れ
た
問
、
花
園
に
座
主
の
様
に
な
さ
れ
た
。

と
あ
お
山
こ
の
花
園
は
お
そ
ら
く
花
園
大
寺
を
略
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
次
の
第
一
一
一
代
帝
師
ダ
ル
マ
パ

1
ラ
ラ
ク
シ
タ
宮
号

gm回
目
｝
副
】

m
g
w閉
山
富
に
つ
い
て
は
、

Y
J
C
一
五
八
頁
に
、
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ラ
マ
H
パ
グ
パ
の
舎
利
が
お
わ
す
安
置
場
と
し
て
水
晶
の
大
塔
を
造
ら
れ
た
。
そ
れ
が
お
わ
す
寺
（
で
あ
る
〉
花
園
大
寺
が
お
わ
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し
た
。
そ
こ
に
五
年
ほ
ど
居
ら
れ
て
、

と
あ
り
、
花
園
大
寺
と
呼
ば
れ
た
寺
に
は
パ
ク
パ
の
舎
利
が
納
め
ら
れ
た
水
晶
の
大
塔
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
対
し
て

G

B
Y
T
一
二
三
三
頁
に
は
、

セ
チ
ェ
ン
皇
帝
（
H
ク
ビ
ラ
イ
〉
に
請
う
て
、
ラ
マ

H
パ
ク
パ
の
舎
利
が
お
わ
す
水
晶
の
大
塔
と
そ
れ
が
お
わ
す
花
園
大
寺
を
お

建
て
に
な
っ
た
。

（

4
〉

と
あ
り
、
ダ
ル
マ
パ

I
ラ
ラ
ク
シ
タ
が
パ
ク
パ
の
舎
利
塔
だ
け
で
な
く
花
園
大
寺
そ
の
も
の
を
も
建
て
た
と
す
る
点
、
記
述
に
慎
重
さ

を
欠
く
。

こ
こ
で
漢
文
文
献
に
目
を
移
し
て
み
る
と
、

『
元
史
』
巻
一
二
・
世
祖
本
紀
・
至
元
十
九
年
三
二
八
二
）
十
二
月
英
卯
の
条
（
二

四
九
頁
）
に
は
、

ダ
ル
マ
バ

1
ラ
－
フ
ク

Y
タ

詔
し
て
帝
師
答
耳
麻
八
刺
刺
士
口
塔
を
立
て
、
玉
印
を
掌
り
、
諸
園
の
樟
教
を
統
領
し
、
帝
師
八
合
思
八
の
舎
利
塔
を
造
ら
し
む
。

と
あ
り
、
漢
文
史
料
か
ら
も
ダ
ル
マ
パ

I
ラ
ラ
ク
シ
夕
、
が
パ
グ
パ
の
舎
利
塔
を
建
て
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
併

祖
歴
代
通
載
』
巻
二
了
王
盤
毒
殺
撰
護
思
八
行
桁
〉
（
七

O
七
頁
下
〉
に
、

庚
辰
三
二
八

O
）
、
師
（
H
パ
グ
パ
）
年
四
十
二
歳
。
時
に
至
元
十
七
年
（
一
二
八

O
〉
十
一
月
二
十
二
日
、
示
寂
す
。
上

し

き

り

ス

ト

ゥ

I
バ

（
H
ク
ピ
ラ
イ
）
聞
き
て
震
悼
に
勝
え
ず
。
奮
徳
を
追
懐
し
て
、
連
に
大
宰
堵
波
を
京
師
に
建
て
、
員
身
の
舎
利
を
賓
蔵
せ
し
む



る
に
、
輸
失
、
金
碧
と
し
て
眠
い
無
し
。

と
あ
り
、
舎
利
塔
は
京
師
す
な
わ
ち
大
都
に
建
て
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
二
つ
の
チ
ベ
？
ト
年
代
記
に
舎
利
塔
が
建
て
ら
れ
た
と
あ
る
花

園
大
寺
が
大
都
に
あ
っ
た
こ
と
が
間
接
的
に
わ
か
る
。
な
お
パ
ク
パ
は
一
二
八

O
年
に
チ
ベ

y
ト
で
死
ん
で
お
り
、
舎
利
は
わ
ざ
わ
ざ

そ
こ
か
ら
大
都
に
運
ば
れ
た
こ
と
に
な
る
。

元代法旨に見える歴代帝師の居所

ハ
6
〉

以
下
、
第
八
代
グ
ン
ガ
ロ
ト
1
ギ
ェ
シ
ツ
ェ
ン
パ
ル
サ
シ
ポ
、
第
九
代
グ
ン
ガ
レ
ク
ベ
ー
ジ
ュ
ン
ネ
l
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン
パ
ル
サ
ン
ポ

〈

7
〉

（

8
V

関
口
口
乱
m
州
民
－

om由
旬

m
d
d
ヨ
E
m
ロ
山
田
昌
ω
忌
日
目
仲
田
町
山
口
弘
司
白
』

σNmgm
℃
。
、
第
十
一
代
ク
ン
ガ
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン
パ
ル
サ
ン
ポ
、

ハ
9
〉

第
十
二
代
ソ
ナ
ム
ロ
ト
l
ギ
z
v
J

ツ
ェ
シ
パ
ル
サ
ン
ポ

σωO色
白

血

H
g
E
o
m
g印
有
吉
弘

g
z
v
mロ門田宮－
H
V
N
g
m
句
。
は
す
べ
て

花
園
あ
る
い
は
花
園
大
寺
に
入
寂
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
第
八
代
に
つ
い
て
は
、

】
自
営
V

5

0
己
に
「
大
都
で
死
ん
だ
」
と
あ
明
こ
こ
で
も
こ
の
花
園
大
寺
が
大
都
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
三
六
三
年
成
立
の
チ
ベ
ッ
ト
年
代
記
『
紅
史
出
ロ

こ
の
よ
う
に
二
つ
の
チ
ベ

y
ト
年
代
記
の
各
帝
師
伝
よ
り
、
花
園
大
寺
に
は
初
代
帝
師
の
パ
ク
パ
の
舎
利
塔
が
造
ら
れ
た
だ
け
で
な

く
、
第
二
代
・
第
三
代
帝
師
が
そ
こ
を
居
所
と
し
、
第
八
代
か
ら
第
十
二
代
の
五
人
の
帝
師
が
そ
こ
で
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
さ
ら
に
『
紅
史
』

『
元
史
』
の
関
連
記
事
と
の
照
合
の
結
果
、
こ
の
花
園
大
寺
が
大
都
に
位
置
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
す

な
わ
ち
こ
れ
が
チ
ベ

v
ト
文
法
旨
の
発
令
地
「
大
都
の
花
園
大
寺
」
と
同
一
の
寺
で
あ
る
こ
と
に
疑
問
の
余
地
は
な
い
。

大
護
国
仁
王
寺
と
パ
ク
パ
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大
護
国
仁
王
寺
に
関
す
る
基
本
的
史
料
は
す
で
に
王
一
九
三
七
、

一
一
ニ
五
頁
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
同
寺
は
、
ク
ピ



68 

ラ
イ
の
命
に
よ
り
そ
の
正
后
チ
て
フ
イ
に
よ
っ
て
大
都
都
域
の
西
、
高
良
河
（
あ
る
い
は
高
梁
河
と
も
）
の
岸
に
一
二
七

O
年
十
二
月

に
起
工
、

一
二
七
四
年
三
月
に
完
成
し
た
と
い
う
。
同
寺
が
早
く
失
わ
れ
た
た
め
そ
の
正
確
な
位
置
は
不
明
で
あ
っ
た
が
、
王
尭
氏
に

よ
っ
て
現
在
の
北
京
市
の
白
石
橋
以
北
、
中
央
民
族
学
院
以
南
の
一
帯
の
ど
こ
か
に
あ
た
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
（
王
一
九
八
一
、

五
O
頁）。

さ
て
、
大
護
国
仁
王
寺
と
帝
師
と
の
関
係
に
つ
い
て
明
確
に
論
及
し
た
研
究
は
な
い
が
、

『
傍
祖
歴
代
通
載
』
巻
二
二
（
七
二
二
一
良

中
〉
に
よ
れ
ば
、

帝
（
H
ク
ピ
ラ
イ
）
嘗
て
帝
師
（
H
パ
ク
パ
〉
に
開
い
て
云
わ
く
「
寺
を
修
め
塔
を
建
つ
る
は
何
の
功
徳
有
り
や
」
と
。
帝
師
一
去

わ
く
「
福
蔭
は
大
千
た
り
」
と
。
是
れ
に
由
り
て
仁
王
護
園
寺
を
建
て
、
以
っ
て
園
を
鎮
め
し
む
。
：
：
：
中
略
：
：
：
定
光
傍
（
日

燃
燈
仏
？
）
の
塔
に
喜
光
護
現
す
。
帝
命
じ
て
開
視
せ
し
む
る
に
内
に
舎
利
有
り
。
光
は
人
目
を
耀
か
す
。
是
に
由
り
て
賓
塔
を

重
建
す
。

と
あ
り
、

ク
ピ
ラ
イ
と
初
代
帝
師
パ
ク
パ
の
問
答
の
中
か
ら
建
立
の
話
が
持
ち
上
が
り
、
ま
た
同
寺
が
鎮
国
寺
と
し
て
建
て
ら
れ
、
複

数
の
塔
が
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
石
団
幹
之
助
氏
が
紹
介
し
た
元
代
随
一
の
工
芸
家
ネ
パ

I
ル
王
族
の
ア
ニ
ガ
の
行
状

を
記
す
『
程
雪
棲
集
』
巻
七
・
涼
園
敏
慧
公
神
道
碑
（
元
代
珍
本
文
集
葉
刊
、
九
葉
表
）
に
は
、

J
F
』

vζ

：
：
：
上
（
H
ク
ピ
ラ
イ
）
深
く
簡
注
（
？
）
し
工
事
は
こ
れ
に
命
ぜ
ざ
る
無
し
。
佑
聖
廟
の
肖
貌
の
生
き
る
が
如
き
の
若
き
、
護

圏
仁
王
の
荘
巌
の
無
上
の
若
き
、
西
園
の
玉
塔
の
空
を
陵
ぐ
が
若
き
は
、
皆
公
の
心
匠
の
擢
輿
な
り
。



〔

U〉

と
あ
る
。
こ
の
ア
ニ
ガ
と
は
、

一
二
六

O
年
パ
ク
パ
が
勅
命
に
よ
り
チ
ベ
ッ
ト
に
黄
金
の
塔
を
建
て
る
際
、
ネ
パ

l
ル
よ
り
連
れ
て
こ

ら
れ
、
翌
年
パ
ク
パ
に
具
足
戒
を
受
け
て
そ
の
弟
子
と
な
り
、
パ
ク
パ
と
と
も
に
入
朝
し
た
人
物
で
あ
る
。
大
護
国
仁
王
寺
の
建
設
は

パ
ク
パ
の
弟
子
ア
ニ
ガ
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ア
ユ
ガ
が
工
事
監
督
し
た
寺
院
の
一
つ
大
都
の
大
聖
寿
万
安
寺
は
妙
応
寺
と
し

て
北
京
に
現
存
し
、
ひ
と
き
わ
目
を
引
く
チ
ベ

y
ト
式
の
白
塔
に
因
ん
で
元
代
か
ら
現
在
に
到
る
ま
で
白
塔
寺
と
称
さ
れ
る
。
同
じ
く

ア
ニ
ガ
が
作
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
大
護
国
仁
王
寺
の
塔
も
チ
ベ

γ
ト
式
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
ま
た
、
同
寺
の
建
立
に
は

元代法旨に見える歴代帝師の居所

元
代
工
芸
史
上
に
ア
ニ
ガ
と
並
ん
で
著
名
な
劉
元
も
携
わ
っ
て
い
る
。
『
道
園
拳
古
録
』
巻
七
・
劉
正
奉
塑
記
（
四
部
叢
刊
、
八
八
頁
〉

に
よ
る
と
、

か
ざ

至
元
七
年
（
一
二
七

0
1
世
祖
皇
帝
、
始
め
て
大
護
園
仁
王
寺
を
建
て
、
党
天
傍
象
〈
象
は
像
に
同
じ
）
を
巌
り
、
以
て
天
下

に
教
を
開
か
ん
と
す
。
奇
工
を
求
め
て
こ
れ
を
震
さ
し
め
ん
と
し
、
劉
正
奉
を
黄
冠
の
師
よ
り
得
。
：
：
：
中
略
：
：
：
召
さ
る
る
に

及
び
又
阿
尼
寄
園
公
に
従
い
西
天
の
党
相
を
皐
ぶ
。

と
あ
り
、
劉
一
万
は
犬
護
国
仁
王
寺
に
納
め
る
仏
像
を
作
る
際
に
召
さ
れ
、
造
像
の
指
南
を
ア
ニ
ガ
に
受
け
て
い
る
。

『
元
史
』
巻
二

O

了
方
技
伝
（
四
五
四
六
頁
〉
に
は
、

「
其
〈
H
劉
元
）
の
篤
す
所
の
西
番
の
傍
像
は
多
く
秘
に
し
て
、
人
の
牢
れ
に
見
る
を
得
る
者

な
り
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
究
（
天
）
・
西
天
さ
ら
に
は
西
番
も
イ
ン
ド
を
指
す
可
能
性
が
あ
る
単
語
だ
が
、
こ
こ
で
は
、
ア
ニ
ガ
の
建

て
た
現
存
す
る
白
塔
が
チ
ベ

y
ト
式
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
劉
元
が
彼
に
習
っ
た
西
天
の
究
相
は
チ
ベ

v
ト
式
の
造
像
法
で
あ
り
、

大
護
国
仁
王
寺
に
納
め
ら
れ
た
党
天
仏
像
も
チ
ベ

v
ト
式
で
あ
っ
た
と
考
え
て
大
過
あ
る
ま
い
。
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こ
の
よ
う
に
大
護
国
仁
王
寺
は
建
立
当
初
よ
り
パ
ク
パ
お
よ
び
チ
ベ

γ
ト
仏
教
と
深
い
関
わ
り
を
も
っ
た
寺
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
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で
き
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
各
種
漢
文
文
献
に
は
、
こ
の
犬
護
国
仁
王
寺
に
お
い
て
毎
年
二
月
八
日
か
ら
十
五
日
に
か
け
て
大
法
会
が
行
な
わ
れ
た
と

記
さ
れ
る
。
次
節
に
移
る
前
に
こ
の
法
会
が
ど
の
様
な
も
の
で
あ
っ
た
か
確
認
し
て
お
き
た
い
。

『
析
津
士
山
輯
侠
』
歳
紀
の
条
（
北
京

古
籍
出
版
社
、

一
九
八
一
一
一
、
二
一
四
！
一
二
五
頁
）
は
こ
の
法
会
を
最
も
詳
細
に
伝
え
て
い
る
。

と
も
ひ
ち
り
き

二
月
天
都
（
？
）
初
八
日
、
京
の
西
鎮
園
（
日
大
護
国
仁
王
寺
）
に
牌
を
迎
え
、
鼓
業
・
鐸
鍋
と
傍
に
建
築
を
出
す
。
金
身
併
、

善
男
・
信
女
は
一
克
士
口
を
期
す
。
白
傘
の
帝
師
は
帝
揮
を
尊
び
、
白
玉
城
望
日
（
十
五
日
）
宮
室
に
遊
ぶ
。
聖
主
・
后
妃
は
震
賢
し
畢

れ
ば
、
宣
力
を
勢
い
て
金
銀
・
鍛
匹
を
君
思
も
て
錫
う
。
至
一
元
了
卯
四
年
（
一
二
六
七
）
世
祖
皇
帝
は
帝
師
の
班
言
を
用
い
、
白

傘
を
置
き
て
御
座
の
上
を
蓋
い
以
て
邦
園
を
鑓
む
。
何
お
金
輸
を
崇
天
門
の
右
に
置
き
、
銭
柱
は
高
き
こ
と
敷
丈
に
し
て
、
織
細

を
以
て
四
に
こ
れ
を
繋
ぎ
、
以
て
金
轄
輪
王
の
四
天
下
を
統
制
す
る
を
表
す
。
皆
帝
師
の
請
に
従
う
な
り
。
西
鎮
園
寺
は
、
乃
ち

チ
ヤ
プ
イ

察
必
皇
后
が
創
む
。
：
：
中
略
：
：
：
（
二
月
〉
八
日
、
平
則
門
外
三
里
許
り
、
即
ち
西
鎮
園
寺
あ
り
。
寺
の
雨
廊
に
貰
買
富
ん
に

し
て
甚
だ
太
平
た
り
。
皆
南
北
・
川
慶
（
四
川
や
広
東
）
の
精
食
（
H
粗
）
の
貨
に
し
て
最
も
健
闘
盛
漏
り
。
内
に
商
買
の
開
帳
す

る
こ
と
錦
の
如
く
、
威
こ
の
日
よ
り
す
。
南
北
二
城
よ
り
行
院
・
社
直
・
雑
戯
は
畢
く
集
ま
り
、
恭
し
ん
で
帝
坐
・
金
牌
・
寺
に

輿
う
る
の
大
傍
を
迎
え
て
域
外
に
遊
び
、
極
む
る
こ
と
甚
だ
華
麗
な
り
。
多
く
こ
れ
江
南
の
富
商
に
し
て
、
海
内
の
珍
奇
は
湊
集

せ
ざ
る
は
無
し
。
こ
れ
も
亦
年
例
の
故
事
な
り
。
酒
食
の
嘩
を
聞
く
こ
と
江
南
と
異
な
る
こ
と
無
し
。
こ
れ
も
亦
皇
城
に
遊
ぶ
の

亜
者
な
り
。
こ
れ
を
過
ぎ
れ
ば
則
ち
詔
有
り
て
皇
誠
に
遊
ぶ
は
、
世
祖
の
故
典
な
り
。
其
れ
例
に
し
て
慶
喜
寺
に
都
て
曾
す
。
こ

れ
よ
り
先
に
旨
を
得
、
後
に
中
室
田
は
理
部
に
箭
下
し
各
層
所
司
に
行
移
し
、
酔
臥
し
て
教
坊
諸
等
の
楽
人
・
社
直
・
鼓
板
・
大
柴
・



北
柴
・
清
柴
を
整
え
し
む
。
儀
鳳
司
は
常
川
に
提
酷
し
、
各
々
宰
輔
は
自
ら
輝
子
の
車
を
難
し
、
凡
そ
賓
玩
の
珍
奇
、
希
宰
の
蕃

ぁ

園
の
物
は
、
夫
の
百
禽
・
異
獣
の
諸
々
の
雑
蝉
と
と
も
に
、
献
賞
貢
奇
す
る
こ
と
互
い
に
相
い
考
耀
す
。
於
あ
以
て
京
師
の
天
下

元代法旨に見える歴代帝師の居所

の
社
麗
を
極
む
る
を
見
ん
、
於
あ
以
て
聖
上
の
太
平
を
兆
開
し
民
と
同
に
楽
し
ま
ん
と
す
る
の
意
を
見
ん
。
戸
部
に
下
し
て
銭
糧

〈

盟

〉

を
闘
援
し
、
諸
該
の
衛
門
に
庭
付
し
、
社
直
等
の
用
に
分
勝
せ
し
め
、
各
投
下
は
族
馬
・
只
孫
を
分
野
し
て
鐘
曾
し
、
倶
に
こ
れ

き
そ

小
小
舎
人
は
盛
飾
し
て
以
て
豪
奪
を
顕
ら
か
に
す
。
凡
そ
南
京
の
擢
勢
の
家
は
、
蓄
う
所
の
賓
玩
以
て
富
を
角
ぅ
。
蓋
し
一
に
以

や
や

て
詔
を
奉
じ
、
こ
に
以
て
園
股
ん
に
し
て
、
故
に
内
絡
の
費
す
所
は
、
動
も
す
れ
ば
二
三
高
を
以
て
計
る
。

こ
こ
に
見
え
る
西
鎮
国
（
寺
〉
が
大
護
国
仁
王
寺
で
あ
る
こ
と
は
、
建
立
者
（
チ
ャ
ブ
イ
）
及
び
場
所
（
平
則
門
外
三
里
許
り
）
が
一

致
す
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
二
月
八
日
に
始
ま
る
法
要
は
帝
師
が
中
心
と
な
っ
て
盛
大
に
執
り
行
な
わ
れ
、
同
寺
に
は
大
都

（
旧
誠
・
新
城
）
か
ら
儀
伏
・
楽
隊
が
集
め
ら
れ
、
玉
座
・
金
牌
・
同
寺
の
大
仏
（
金
身
仏
〉
が
迎
え
ら
れ
、
十
五
日
に
宮
城
の
大
明

殿
に
入
り
皇
帝
・
皇
后
の
前
で
仏
事
が
営
ま
れ
た
。
大
護
国
仁
王
寺
の
境
内
に
は
多
数
の
商
人
と
商
品
が
集
ま
り
、
ま
た
歌
舞
・
演
芸

を
楽
し
も
う
と
后
妃
・
諸
王
を
始
め
多
く
の
人
聞
が
参
集
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
元
史
』
巻
七
七
・
祭
和
志
六
・
園
俗
奮
瞳
の
条

（
一
九
二
六
1

一
九
二
七
頁
）
に
は
、

世
祖
至
元
七
年
三
二
七

O
）
、
帝
師
八
思
巴
の
言
を
以
て
、
大
明
股
の
御
座
の
上
に
白
傘
蓋
を
置
く
こ
と
一
、
頂
に
素
段
を
用

ぃ
、
泥
金
も
て
究
字
を
其
の
上
に
書
き
、
邪
魔
を
鎮
伏
し
園
剰
を
護
安
す
る
を
謂
う
。
自
後
毎
歳
二
月
十
五
日
、
大
明
般
に
白
傘

こ

こ

た

め

蓋
の
傍
事
を
啓
建
し
、
諸
色
の
儀
仕
・
社
直
を
用
い
、
傘
蓋
を
迎
引
し
、
皇
誠
の
内
外
を
周
遊
し
、
云
に
衆
生
の
輿
に
不
祥
を
放
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除
し
福
祉
を
導
迎
す
。
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と
あ
り
、
こ
の
法
会
が
白
傘
蓋
の
仏
事
と
呼
ば
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
パ
グ
パ
の
帝
師
就
任
の
年
で
あ
り
、
大
護
国
仁

王
寺
起
工
の
年
で
も
あ
る
一
二
七

O
年
に
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
ど
の
史
料
に
も
明
記
さ
れ
な
い
が
、
こ
の
大
法
会
は
釈
迦
入
滅
の
二

月
十
五
日
に
行
な
わ
れ
る
浬
繋
会
と
無
関
係
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

『
析
津
志
輯
侠
』
の
（
金
）
牌
と
は
釈
迦
の
位
牌
で
あ

ろ
う
か
。

以
上
の
事
実
を
踏
ま
え
れ
ば
、

『
元
史
』
巻
二
七
・
英
宗
本
紀
・
延
祐
七
年
（
一
三
二

O
）
十
二
月
己
己
の
条
（
六

O
九
頁
）

「
敷
し
て
明
年
二
月
八
日
の
併
を
迎
う
る
を
罷
む
」
と
あ
る
の
も
、
ま
た
『
元
史
』
巻
二
九
・
泰
定
帝
本
紀
・
泰
定
元
年
（
二
ニ
二
四
）

二
月
甲
子
（
H
八
日
！
）
の
条
（
六
四
四
頁
〉
に
「
傍
事
を
作
す
に
、
僧
百
八
人
及
び
倍
優
・
百
戯
に
命
じ
て
、
帝
師
を
導
き
て
京
裁

に
遊
ば
し
む
」
と
あ
る
の
も
す
べ
て
こ
の
大
護
国
仁
王
寺
に
お
け
る
法
要
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

四

大
護
国
仁
王
寺
の
大
法
会
と
サ
ン
ガ

次
に
こ
の
大
法
会
に
元
代
史
上
姦
臣
と
し
て
ま
た
財
政
家
と
し
て
名
高
い
、

か
の
サ
ン
ガ
（
桑
奇
）
も
関
与
し
て
い
た
こ
と
を
確
認

し
て
い
こ
う
。
元
来
パ
グ
パ
の
弟
子
で
あ
っ
た
サ
ン
ガ
は
至
元
中
三
二
六
四
年
｜
）

に
仏
教
・
チ
ベ

y

ト
担
当
の
特
殊
官
署
で
あ

る
総
制
院
の
長
官
と
な
り
、

一
二
八
七
年
に
は
そ
れ
を
兼
務
し
た
ま
ま
つ
い
に
尚
書
右
丞
相
と
な
っ
て
政
府
の
実
権
を
掌
握
、
翌
一
二

八
八
年
に
は
総
制
院
を
宣
政
院
と
改
名
・
格
上
げ
し
、
そ
の
ま
ま
そ
の
長
官
を
兼
ね
た
。
し
か
し
一
一
一
九
一
年
に
は
数
々
の
悪
事
が
露

見
し
謙
殺
さ
れ
る
。

『
道
園
血
中
古
録
』
巻
四
二
・
朝
列
大
夫
余
燕
南
河
北
道
粛
政
廉
訪
司
事
贈
中
議
大
夫
瞳
部
侍
郎
上
騎
都
尉
追
封
天
水
郡
伯
趨
公
（
越

思
恭
）
神
道
碑
（
三
七

O
頁
下

l
三
七
二
頁
下
）
に
、



園
家
は
歳
ご
と
に
二
月
八
日
を
以
て
悌
を
披
西
高
良
河
に
迎
う
。
京
府
よ
り
叢
く
富
民
の
珠
玉
・
奇
玩
・
狗
馬
・
器
服
・
俳
優
・

優
雑
・
子
女
・
百
戯
・
舷
驚
を
出
だ
し
以
て
柴
と
潟
す
。
禁
卒
・
外
衛
・
中
宮
・
貴
人
・
大
家
は
幕
を
設
け
て
以
て
観
、
庫
帳
は

つ
ら
ね

野
を
蔽
ぅ
。
諸
王
・
近
侍
・
貴
臣
は
賓
て
異
服
に
飾
り
、
駿
を
馳
せ
盛
気
し
て
以
て
相
い
先
後
す
。
圏
家
一
日
の
費
は
範
高
に
し

て
民
間
の
費
も
こ
れ
に
構
う
。
桑
寄
は
も
と
大
浮
園
師
の
語
者
に
し
て
、
幸
遇
せ
ら
る
る
を
得
、
故
に
其
の
事
尤
も
修
る
。
織
染

提
拳
の
儲
普
華
は
高
良
寺
（
H
大
護
国
仁
王
寺
〉
中
の
人
な
り
。
並
び
に
縁
り
て
貧
虐
を
篤
す
こ
と
尤
も
甚
し
。
公
（
H
趨
思

元代法旨に見える歴代帝舗の居所

恭
）
は
御
史
を
以
て
執
り
て
こ
れ
を
治
め
ん
と
す
。
桑
寄
の
令
を
以
て
（
儲
普
華
の
）
解
を
求
む
る
も
得
ず
。
薬
害
召
し
て
こ
れ

な

ん

じ

お

も

む

ろ

を
厚
め
、
こ
れ
に
詰
め
て
日
く
「
女
は
天
子
が
震
に
福
を
求
め
ん
こ
と
を
欲
せ
ざ
ら
ん
や
。
禍
い
且
に
測
ら
ず
」
と
。
公
徐
に
日

く
「
儲
普
華
は
上
を
歎
き
下
を
虐
ぐ
。
天
子
が
矯
に
と
て
怨
を
欽
む
る
は
福
を
求
む
る
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
」
と
。
桑
一
骨
屈
す
る

能
わ
ず
し
て
罷
む
。
爾
後
、
頗
る
園
用
の
耗
を
知
り
、
或
い
は
間
歳
に
一
を
省
き
、
或
い
は
略
ぽ
故
事
に
鷹
じ
て
、
復
た
昔
の
盛

の
如
く
せ
ず
。

と
あ
る
。
同
一
事
件
を
伝
え
る
『
石
田
先
生
文
集
』
や
『
痔
輿
璃
詩
文
集
』
で
は
サ
ン
ガ
を
「
時
相
」
と
し
て
お
り
、
こ
の
記
事
の
上

限
は
サ
ン
ガ
が
尚
書
右
丞
相
と
な
っ
た
一
二
八
七
年
、
下
限
は
失
脚
す
る
二
一
九
一
年
と
な
る
。

『
元
史
』
姦
臣
伝
（
四
五
七

O
頁〉

に
「
人
と
篤
り
投
賠
、
豪
横
に
し
て
好
く
財
利
の
事
を
言
う
」
と
酷
評
さ
れ
た
サ
シ
ガ
は
、
二
月
八
日
に
始
ま
る
白
傘
蓋
の
大
法
会
に

際
し
て
動
く
莫
大
な
金
品
に
目
を
つ
け
、
高
良
寺
す
な
わ
ち
大
護
国
仁
王
寺
の
儲
普
華
と
と
も
に
そ
の
私
腹
を
肥
や
し
て
い
た
の
で
あ

門
町
〉

ろ
う
。
仏
教
を
管
轄
す
る
宣
政
院
の
長
官
で
も
あ
っ
た
、
時
の
宰
相
サ
ン
ガ
に
と
っ
て
は
法
要
の
運
営
に
深
く
関
与
す
る
こ
と
も
容
易
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い
こ
と
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
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さ
て
、
こ
こ
で
チ
ベ
ヅ
ト
年
代
記
『
漢
蔵
史
集
』
サ
ン
ガ

ωgmNmg
伝
の
一
部
〈
二
八
八

l
二
九

O
頁
）
を
紹
介
し
た
い
。

（
サ
ン
ガ
は
〉
モ
ン
ゴ
ル
語
・
漢
語
・
ウ
ィ
グ
ル
語
・
チ
ベ
ッ
ト
語
な
ど
各
種
の
言
語
を
知
る
一
訳
師
で
あ
る
。
最
初
に
ラ
マ
H

パ
ク
パ
の
御
前
に
ド
メ

I

（
す
な
わ
ち
〉
中
国
と
チ
ベ
ッ
ト
の
中
間
（
の
地
）
で
謁
見
し
、

で
訳
師
に
任
じ
ら
れ
た
。
ス
グ
ル
チ

N
z
m
g：
ロ
〉
を
も
し
て
い
た
時
に
、
彼
が
智
慧
大
に
し
て
各
種
一
言
語
に
精
通
す
る
こ
と
に

「
啓
蒙
し
て
下
さ
い
」
と
言
っ
た
の

ラ
マ
は
喜
ば
れ
て
、
皇
帝
の
前
に
何
度
も
遣
わ
し
た
の
で
、
帝
も
ま
た
智
慧
と
功
徳
と
を
考
慮
さ
れ
て
ラ
マ
の
所
か
ら
連
れ
出
し
、

〔

mv

次
々
と
仕
事
を
任
じ
た
と
こ
ろ
任
に
堪
え
た
。
宣
政
院
由
。
ロ

b
H
H
m
己
σ
g
の
長
官
に
任
命
さ
れ
て
い
た
時
に
、
彼
が
花
園
大
寺

門

却

〉

（

沼

〉

言
。

z
m
E
ぴ川

E

E
叩

の

y
g
の
近
く
に
、
ラ
マ
に
法
を
求
め
る
為
の
粗
末
な
掘
建
て
小
屋
品
。
己

W
1
w
g
Eご
岳
山
口
ぬ
を

ハ
2
〉

（

お

）

（
御
史
）
台
の
臣
岳
山
．
日
間
仰
が
答
め
、
サ
ン
ガ
を
監
獄
に
入
れ
た
。
そ
の
折
、
ヵ
レ
フ
関
山
Z
F
Z

に

一
つ
作
っ
た
と
こ
ろ
、

仏
の
十
二
行
為
の
像
が
あ
っ
た
の
を
招
聴
し
て
、
謄
部
州
の
楽
舞
が
あ
っ
た
所
に
皇
帝
も
来
て
巡
り
、
御
覧
な
さ
れ
た
。
そ
の
場

所
に
一
フ
マ
を
招
こ
う
と
（
使
者
を
）
遣
わ
し
た
と
こ
ろ
、
ラ
マ
は
「
私
ど
も
チ
ベ
ッ
ト
の
国
で
は
、
子
が
監
獄
に
連
れ
去
ら
れ
た

父
親
は
路
地
に
出
る
の
も
恥
ず
か
し
い
。
私
の
サ
ン
ガ
は
私
に
法
を
求
め
る
為
の
小
屋
を
一
つ
作
っ
た
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
、

（
御
史
）
台
の
臣
に
答
め
ら
れ
て
監
獄
に
連
れ
去
ら
れ
て
い
る
。
私
は
来
れ
な
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

（
そ
れ
が
）
帝
に
報
告

さ
れ
る
と
、

「
ラ
マ
の
寝
所
用
に
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
彼
が
者
め
ら
れ
る
筋
で
は
な
い
と
見
る
。
ラ
マ
に
『
歌
舞
に
お
来
し

下
さ
い
』
と
伝
え
よ
／
」
と
の
仰
せ
が
出
た
の
で
、

サ
ン
ガ
は
罪
か
ら
免
れ
、
施
主
・
帰
依
処
は
面
会
し
た
。

（

M
A〉

従
来
こ
の
記
事
は
、
サ
ン
ガ
と
パ
ク
パ
の
関
係
が
い
か
に
密
接
で
あ
っ
た
か
を
示
す
逸
話
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
一



読
す
れ
ぽ
わ
か
る
よ
う
に
、
仏
像
が
迎
え
ら
れ
歌
舞
・
演
芸
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
、
皇
帝
グ
ピ
ラ
イ
自
ら
が
そ
の
場
に
来
駕
し
て
い
る

こ
と
、
パ
ク
パ
が
そ
こ
へ
招
か
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
こ
の
記
事
は
す
で
に
引
用
し
た
い
く
つ
か
の
漢
文
史
料
と
共
通
点
が
多
く
、
す

な
わ
ち
二
月
八
日
に
始
ま
る
大
護
国
仁
王
寺
に
お
け
る
白
傘
蓋
の
法
要
に
ま
つ
わ
る
逸
話
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
御
史
台
と
サ
ン

ガ
の
対
立
が
描
写
さ
れ
る
点
に
つ
い
て
は
『
道
閤
皐
古
録
』
の
記
事
と
共
通
す
る
が
、
『
漢
蔵
史
集
』
で
は
最
後
に
施
主
・
帰
依
処
つ

ハ

お

〉

門

市

血

〉

ま
り
ク
ピ
ラ
イ
と
パ
ク
パ
が
面
会
し
て
い
る
か
ら
、
パ
ク
パ
が
大
都
を
離
れ
チ
ベ
？
ト
に
帰
る
二
一
七
一
年
よ
り
以
前
の
記
事
と
考
え

元代法旨に見える歴代帝師の居所

ら
れ
、
単
純
に
言
え
ば
両
者
は
ま
っ
た
く
別
個
の
事
件
を
記
し
た
も
の
と
な
る
。
た
だ
し
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

『
漢
蔵
史
集
』
の
記

事
が
由
傘
葦
の
法
要
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
筆
者
の
結
論
に
何
ら
問
題
は
生
じ
な
い
。

そ
し
て
『
漢
蔵
史
集
』
サ
ン
ガ
伝
に
見
え
る
花
園
大
寺
が
、

チ
ベ

y
ト
文
法
旨
原
物
の
発
令
地
と
し
て
、
ま
た
チ
ベ

γ
ト
年
代
記
に

歴
代
帝
師
の
居
所
と
し
て
見
え
た
大
都
の
花
園
大
寺
と
同
一
の
寺
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
と
こ
ろ
で
『
元
史
』
巻
二
七
・
英
宗

本
紀
・
延
祐
七
年
（
二
ニ
ニ

O
）
十
月
乙
丑
の
条
〈
六

O
六
頁
〉
に
は
、

大
護
園
仁
王
寺
に
幸
す
。
帝
師
は
礁
八
見
監
蔵
を
以
て
土
蕃
宣
慰
司
都
元
帥
に
鶏
さ
ん
こ
と
を
請
う
。
こ
れ
に
従
う
。

と
あ
る
。
こ
の
記
事
は
ま
さ
に
英
宗
が
大
護
国
仁
王
寺
に
御
幸
し
た
際
に
、
帝
師
が
皇
帝
に
請
願
を
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の

帝
師
は
在
位
年
代
よ
り
考
え
れ
ば
、

チ
ベ
ッ
ト
年
代
記
に
花
園
大
寺
で
死
ん
だ
と
記
さ
れ
、
ま
た
大
都
の
花
園
大
寺
を
発
令
地
と
し
た

法
旨
⑬
の
発
令
者
で
あ
る
第
八
代
帝
師
ク
ン
ガ
ロ
ト
l
ギ
ェ
ン
ツ
ェ
ン
そ
の
人
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
本
稿
で
別
個
に
考
察
を
加
え
て
き
た
大
都
の
花
園
大
寺
と
大
護
閏
仁
王
寺
が
同
一
の
寺
を
指
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
事
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実
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。
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お

わ

り

に

パ
グ
パ
を
は
じ
め
、
帝
師
に
任
命
さ
れ
た
サ
キ
ャ
派
の
高
僧
た
ち
は
歴
代
、
大
都
都
城
の
西
、
高
良
河
の
岸
に
ク
ビ
ラ
イ
の
正
后
チ

て
フ
イ
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
大
護
国
仁
王
寺
を
居
所
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
同
寺
は
チ
ベ
ッ
ト
語
で
花
園
大
寺
冨
∞

Z
m

門
担

σ州三
m
a
o
n
F
O
ロ
旬
。
と
呼
ば
れ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
建
立
は
一
二
七

O
年、

つ
ま
り
パ
ク
パ
の
帝
師
就
任
に
合
わ
せ
て
始
ま
っ

た
の
で
あ
る
。

で
は
な
ぜ
大
護
国
仁
王
寺
は
「
花
園
大
寺
」
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
在
の
北
京
市
の
地
図
を
見
る
と
、
何
と
高
良
河
の
南

側
に
あ
た
る
地
に
は
「
花
園
村
」
と
呼
ば
れ
る
地
区
が
存
在
す
る
。
こ
れ
が
果
た
し
て
こ
の
「
花
園
大
寺
」
と
関
係
が
あ
る
の
か
は
今

の
と
こ
ろ
確
証
は
な
い
が
、

い
つ
頃
か
ら
の
名
称
で
あ
っ
た
の
か
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
稿
で
の
結
論
を
よ
り
確
実
な
も
の
に

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

本
稿
で
は
、
法
旨
の
発
令
地
に
の
み
注
目
し
た
が
、
法
旨
は
サ
キ
ャ
派
の
チ
ベ

y
ト
支
配
、

チ
ベ
ッ
ト
の
各
寺
院
の
寺
産
、
あ
る
い

は
元
の
税
制
の
実
態
な
ど
、
様
々
な
問
題
を
探
っ
て
い
く
上
で
絶
好
の
同
時
代
史
料
群
と
な
る
。
ま
た
大
護
国
仁
王
寺
に
関
す
る
漢
文

史
料
は
、
本
稿
で
引
用
し
た
以
外
に
も
か
な
り
存
在
し
、
そ
れ
ら
を
仔
細
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
都
に
お
け
る
チ
ベ

y
ト
仏

教
の
実
像
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

文

献

自

録

石
田
幹
之
助
「
元
代
の
工
芸
家
ネ
パ
！
ル
の
王
族
阿
尼
寄
の
伝
に
就
い
て
」

文
化
史
叢
考
』
東
洋
文
庫
、
一
九
七
三
に
再
録
）
。

『
蒙
古
学
報
』
二
、

一
九
四
一
、
二
四
四
1

二
六
O
頁
（
同
著
『
東
亜
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稲
葉
正
就
「
元
の
帝
師
に
関
す
る
研
究
｜
系
統
と
年
次
を
中
心
と
し
て

i
l」
『
大
谷
大
学
研
究
年
報
』
一
七
、
一
九
六
五
、
八
一

l
一
五
五
頁
。

稲
葉
正
就
・
佐
藤
長
訳
『
フ
ウ
ラ
ン
・
テ
プ
テ
ル

i
i
チ
ベ
ッ
ト
年
代
記
｜
』
法
蔵
館
、
一
九
六
四
。

入
矢
義
高
「
元
刊
百
丈
清
規
に
つ
い
て
」
『
石
潰
先
生
古
稀
記
念
東
洋
学
論
叢
』
、
関
西
大
学
、
一
九
五
八
、
四
九
｜
五
九
貰
。

京
都
大
学
文
学
部
博
物
館
『
平
成
二
年
春
季
企
画
展
「
中
国
石
刻
拓
本
展
」
出
品
図
録
』
、
一
九
九
O
。

周
藤
吉
之
「
唐
宋
の
資
料
に
見
え
る
頭
項
・
頭
下
と
探
馬
｜
遼
・
元
の
投
下
と
の
関
連
に
於
い
て

l
l」
『
宋
代
史
研
究
』
東
洋
文
庫
、
一
九
六

九
、
六
五
六
｜
六
八
四
頁
。

寺
本
娩
雅
「
大
元
国
師
霊
巌
寺
蔵
漢
対
照
碑
文
に
就
て
」
『
宗
教
研
究
』
新
八
！
一
、
一
九
三
一
、
一
一
七

i
一
二
五
頁
。

常
盤
大
定
・
関
野
貞
『
中
国
文
化
史
蹟
』
上
／
中
／
下
、
法
蔵
館
、
一
九
七
四
／
七
五
／
七
六
。

中
村
淳
・
松
川
節
「
新
発
現
の
蒙
漢
合
餐
少
林
寺
霊
旨
碑
」
『
内
陸
ア
ジ
ア
言
語
の
研
究
』
入
、
一
九
九
三
、
一
1
l
九
二
頁
。

野
上
俊
静
「
桑
寄
と
楊
瑳
真
伽

l
一
克
代
宗
教
史
の
一
面
l
l」
『
大
谷
大
学
研
究
年
報
』
一
七
、
一
九
六
五
、
七
九

l
一
五
六
頁
（
同
著
『
一
万
史

釈
老
伝
の
研
究
』
、
一
九
七
人
に
再
録
）
。

福
田
洋
一
・
石
漬
裕
美
子
『
西
蔵
仏
教
宗
義
研
究
第
四
巻
l
l
ト
ヮ
カ
γ
『
一
切
宗
義
』
モ
ン
ゴ
ル
の
章
｜
｜
』
東
洋
文
庫
、
一
九
八
六
。

松
田
孝
一
「
メ
担
ク
・
テ
ム
ル
と
そ
の
勢
力
」
『
内
陸
ア
ジ
ア
史
研
究
』
四
、
一
九
八
八
、
九
一

l
一
O
ニ
頁
。

箭
内
亙
「
曲
家
古
の
詐
馬
宴
と
只
孫
宴
」
『
白
鳥
博
士
還
暦
記
念
東
洋
史
論
叢
』
、
一
九
二
五
、
八
七
一
｜
八
八
四
（
同
著
『
蒙
古
史
研
究
』
万
江
書
院
、

一
九
三

O
に
再
録
）
。

王
桑
「
山
東
長
清
大
霊
巌
寺
大
元
国
師
法
旨
碑
考
釈
」
『
文
物
』
一
九
八
一

i
一
、
四
五
｜
五

O
頁。

玉
壁
文
「
元
大
都
寺
観
廟
宇
建
置
沿
草
表
」
『
中
国
造
学
社
業
刊
』
六

l
四
、
一
九
三
七
、
二
ニ

O
i
一
六
人
頁
。

広
東
省
博
物
館
編
『
南
華
寺
』
文
物
出
版
社
、
一
九
九
O
。

察
美
彪
『
元
代
白
話
碑
集
録
』
科
学
出
版
社
、
一
九
五
五
。

沈
衛
栄
「
『
漢
蔵
史
集
』
所
載
桑
寄
伝
訳
注
」
『
元
史
及
北
方
民
族
史
研
究
集
刊
』
九
、
一
九
八
五
、
八
九
｜
九
三
頁
。

常
風
玄
コ
克
代
法
旨
碑
四
種
」
『
中
国
民
族
関
係
史
研
究
』
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
八
四
、
五

O
一
｜
五
二
四
頁
。

照
那
斯
図
「
南
華
寺
蔵
元
代
八
恩
巴
字
蒙
古
語
聖
旨
的
復
原
与
考
釈
」
『
中
国
語
言
学
報
』
一
、
一
九
八
二
、
一
一
一
一
一

l
一一一一一一一頁。

『
八
思
巴
字
和
蒙
古
語
文
献
』

I
／
E
、
東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
ロ
カ
言
語
文
化
研
究
所
、
一
九
九

O
／
一
九
九
一
。
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（

2
）
 

（

3
）
 

法
旨
の
書
式
の
研
究
に
は

ω『ロ
Z

H
由
吋
叫
が
あ
る
。
な
お
、
筆
者
は
モ
ン
ゴ
ル
文
聖
旨
の
書
式
に
つ
い
て
中
村
・
松
川
一
九
九
三
、

l
二
二
一
良
で
述
べ
た
が
、
さ
ら
に
法
旨
の
書
式
に
つ
い
て
も
別
稿
で
論
ず
る
用
意
が
あ
る
。

門戸

Z
島
S
O
S吋H
・

s・
5
∞i
広
三
陳
一
九
八
八
、
一
四
｜
一
五
頁
。

G
B
Y
T
三
三
一
一
良
。
座
主
と
訳
し
た
向
島

g
g
は
地
位
と
も
訳
さ
れ
る
語
で
あ
り
、
稲
葉
一
九
六
五
、
一
一
五
頁
は
こ
れ
が
帝
師
職

を
指
す
と
考
え
て
い
る
。

門
戸
稲
葉
一
九
六
五
、
一
一
七
頁
。
原
文
は
冨
o
g
m
E
E
d
a
o
g
F
S
匂

O

で
あ
る
が
、

zvg
宮
は
東
洋
文
庫
蔵
本
、
二
ハ
一

葉
表
に
は
正
し
く
各
自
宮
と
あ
る
。

ぇ
・
中
野
一
九
六
九
、
一

O
六
頁
。

Y
J
C
一六

O
頁

u
G
B
Y
T
コ
一
三
六
頁
u

旦
稲
葉
一
九
六
五
、
一
三
五
頁
。

Y
J
C
一
六
一
頁

h
G
B
Y
T
三
三
七
頁

u
n円
稲
葉
一
九
六
五
、
一
四

O
頁。

G
B
Y
T
に
は
花
園
の
寺
呂
o
g
m
E
E
d
a
m
と

あ
る
。

G
B
Y
T
三
三
八
頁
山
氏
・
稲
葉
一
九
六
五
、
一
四
六
頁
。

Y
J
C
一
六
七
頁

H
G
B
Y
T
コ
一
四
二
一
良

u
n戸
稲
葉
一
九
六
五
、
一
五

O
頁。

Y
J
C
も
G
B
Y
T
も
花
関
宮
叩
ぎ
拘

E
σ
白
と
簡
単

に
記
す
。

『
紅
史
』
（
民
族
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）
四
九
頁
山
旦
稲
葉
・
佐
藤
一
九
六
回
、
一
一
二
頁
。

石
田
一
九
四
一
、
特
に
一
二
七
八
｜
三
七
九
、
コ
一
八
九
頁
。
ア
ニ
ガ
に
は
『
元
史
』
巻
二

O
コ
了
方
技
伝
附
工
事
伝
ハ
四
五
四
五
｜
四
五
四

六
頁
〉
に
伝
が
あ
る
。
そ
の
冒
頭
に
「
阿
尼
豆
町
は
尼
波
羅
園
の
人
な
り
、
其
の
園
人
は
こ
れ
を
稽
し
て
八
魯
布
と
臼
う
」
と
あ
る
。
石
田

氏
は
八
魯
布
を
不
明
と
し
た
が
、
こ
れ
は
チ
ベ
ッ
ト
語
で
ネ
パ

l
ル
ま
た
は
ネ
パ

I
ル
人
を
指
す
切
己
M
M
O

に
相
違
な
い
。

投
下
は
漢
地
に
戸
口
と
地
域
を
分
与
さ
れ
た
諸
王
・
功
臣
を
指
す
語
、

n円
周
藤
一
九
六
九
、
六
五
六
｜
六
八
四
頁
。
只
孫
は
モ
ン
ゴ
ル

語
虫
色
ロ
の
音
写
。
原
義
は
「
色
」
で
あ
る
が
、
宮
廷
に
行
な
わ
れ
る
宴
会
の
列
席
者
が
同
一
色
の
服
を
用
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
服

を
只
孫
衣
と
言
い
、
そ
の
宴
を
只
孫
宴
と
言
っ
た
、
箭
内
一
九
二
五
。
族
馬
は
、
箭
内
一
九
二
五
で
只
孫
宴
の
一
つ
と
し
て
論
じ
ら
れ
た

詐
馬
宴
と
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

五

（

4
〉

（

5
〉

（

6
〉

（

7
）
 

（

8
）
 

（

9
）
 

（

m〉

（

U
）
 

〈

ロ

）
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（

日

）

『
元
史
』
巻
二

O
五
・
姦
臣
伝
・
桑
奇
（
四
五
七

O
｜
四
五
七
六
頁
）
の
研
究
に
は
野
上
一
九
六
五
が
あ
り
、
『
漢
蔵
史
集
』
サ
ン
ガ
伝

（
二
八
八
｜
二
九
六
頁
）
の
訳
註
に
は
同
》
昂
一

蔵
本
に
拠
つ
て
い
る
。

越
恩
恭
に
は
こ
の
他
、
『
待
輿
璃
詩
文
集
』
巻
一

O
（
四
庫
珍
本
三
集
、
一
葉
表
｜
七
葉
表
）
、
『
石
田
先
生
文
集
』
巻
一
二
（
元
人
文
集

珍
本
叢
刊
、
四
葉
表

i
九
葉
表
）
、
円
呉
文
正
公
集
』
巻
一
一
一
一
一
一
（
元
人
文
集
珍
本
叢
刊
、
一
四
葉
表
｜
一
六
葉
一
一
）
に
伝
が
あ
る
。
『
呉
文

正
公
集
』
以
外
に
は
関
連
記
事
が
み
え
る
が
『
道
国
民
千
古
録
』
が
最
も
詳
し
い
。

ベ
テ
ッ
ク
氏
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
『
サ
キ
ャ
全
書
』
パ
ク
パ
著
作
集
に
収
め
ら
れ
た
小
品
、
一
五
六
番
〈
一
二
七
九
年
六
月

五
日
付
け
〉
と
一
五
八
番
（
一
二
七
九
年
六
月
二
十
三
日
付
け
）
の
奥
書
に
「
弟
子
（
に
し
て
）
訳
師
（
た
る
）
サ
ン
ガ
包
o
u
s
m
H
H
O

Z
田
宮
∞
出

g
m
E巴
」
と
あ
る
、
M
M
m
w丹
市

n
v
g
g・ゆ－
S
P
D・
5
H
円
戸
福
田
・
石
漬
一
九
八
六
、
七
二
頁
。
大
浮
圏
師
が
パ
ク
パ
を
指

す
こ
と
は
疑
い
な
い
。
後
引
の
『
漢
蔵
史
集
』
サ
ン
ガ
伝
も
参
照
。

儲
普
華
に
つ
い
て
は
未
詳
。
『
石
田
先
生
文
集
』
に
は
「
織
染
局
使
儲
普
華
」
と
あ
る
。

『
石
田
先
生
文
集
』
に
は
「
織
染
局
使
儲
普
華
は
時
相
に
僑
り
て
賊
を
受
け
、
公
糾
す
る
に
法
を
以
て
す
」
と
あ
り
、
儲
普
華
は
サ
ン
ガ

の
絶
大
な
力
を
か
さ
に
賄
賂
を
と
っ
て
い
た
。

N
z
m足
早
聞
は
宿
衛
の
一
つ
回
国
間
官
公
（
速
古
見
赤
〉
を
立
日
写
し
た
も
の
、
同
ν
2
2
F
H∞∞
O
・
B
・
5日
1
5
p
p
H
N
一
沈
一
九
八
五
、

九
二
頁
、
註
入
。
由
位
向
官
公
は
「
傘
」
を
意
味
す
る
田
口
問
号
に
人
を
表
す
・
2
が
つ
い
た
も
の
で
あ
り
本
来
「
傘
持
ち
」
を
意
味
す
る

は
ず
な
の
だ
が
、
三
万
史
』
に
み
え
る
ス
グ
ル
チ
の
説
明
は
「
主
服
御
者
」
（
皇
帝
の
服
装
の
世
話
を
す
る
人
）
と
し
か
な
い
、
『
元
史
』

巻
九
九
・
兵
士
山
二
・
宿
衛
の
条
、
二
五
二
四
頁
な
ど
一
色
・

2
2
4
2
5印
P
R
Y
お
∞
た
0
0

『
元
史
』
に
現
わ
れ
る
ス
グ
ル
チ
は
す
べ

て
皇
帝
の
そ
れ
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
文
脈
上
パ
ク
パ
の
ス
グ
ル
チ
を
指
し
て
い
る
。
松
田
一
九
八
八
は
、
ス
グ
ル
チ
等

の
宮
廷
官
僚
組
織
を
は
じ
め
と
す
る
政
府
組
織
目
玉
府
が
モ
ン
ゴ
ル
の
各
王
族
に
も
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
一
つ
の
王
国
を
形
成
し
た
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
果
た
し
て
パ
グ
パ
に
も
こ
う
し
た
一
つ
の
王
府
と
も
呼
べ
る
組
織
が
あ
っ
た
の
か
は
今
の
と
こ
ろ

定
か
で
は
な
く
、
む
し
ろ
こ
の
場
合
は
原
義
通
り
「
傘
持
ち
」
の
意
に
解
し
た
方
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

後
述
す
る
よ
う
に
こ
の
記
事
は
一
二
七
一
年
以
前
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
宣
政
院
と
あ
る
の
は
総
制
院
の
誤
り
で
あ
る
、

H
M
2
2
E
g
g－

℃・

5
由”ロ・

E
U
門
戸
仁
慶
札
西
一
九
八
四
、
五
回
頁
。

（

M
）
 

（

日

〉

（
日
出
〉

（

口

）

（
日
刊
）

（

凶

）
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（加〉

vao
は
邑
聞
に
音
通
で
あ
り
、
「
大
き
い
」
を
意
味
す
る

nrgMMO
は

n
r
g
と
も

nrm
と
も
表
記
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ
は
宮
町

件。岡

E
E
J
白
骨

nvgMMO
に
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
に
対
す
る
各
研
究
者
の
註
記
を
見
る
と
、
各
々
詳
細
な
考
証
は
な
い
も
の
の

帝
師
特
に
パ
ク
パ
の
大
都
に
お
け
る
居
所
と
す
る
点
で
一
致
す
る
、
司
2
2
F
H由∞。・

MM・
5
白・ロ・

5
h
沈
一
九
八
五
、
九
二
頁
、
註
九
。

沈
氏
は
大
都
大
内
の
西
に
位
置
す
る
太
液
池
内
の
現
花
島
、
元
で
言
う
万
寿
山
（
万
歳
山
と
も
〉
に
比
定
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
が
、
こ

れ
は
単
な
る
憶
測
に
す
ぎ
な
い
。

同M
2
2
E
g
g－
可
・
凶
器
は
ぷ
向
田
E
S
M
g
4出
向
。
ロ
ミ
仁
慶
礼
西
一
九
八
四
、
五
四
頁
は
「
園
亭
」
、
沈
一
九
八
五
、
八
九
頁
は
「
豪
華

仏
堂
」
と
訳
す
。
ま
た
『
蔵
漢
大
辞
典
』
（
民
族
出
版
社
、
一
九
八
五
、
二
三
二
五
頁
〉
「
J
白
Z
－
v白
」
の
項
に
は
古
語
と
し
て
「
講
解
」

と
あ
り
、
－
仲
田
町
田
同

W
E
D
m
を
「
講
釈
小
屋
」
と
訳
す
の
も
一
案
で
あ
る
。

ベ
テ
ッ
ク
氏
は

a吋，

t・8
4
5回
答
。
。
出
nm
〈
白
血
〉
え
答
申
［
ユ
・
田
町
宮
］
ぺ
丘
二
・
叩
・

s
o
n
S
E
E
Z
3
な－

E
P
P
H
B）
と
註
記

し
、
仁
慶
札
西
民
は
単
に
「
御
史
台
」
（
五
回
頁
）
と
訳
し
、
沈
氏
は
「
岳
曲
三
－

g
意
為
台
的
地
方
、
指
御
史
台
、
此
訳
作
台
匡
」
（
九

二
頁
、
註
一

O
）
と
註
記
す
る

o
g
は
場
所
や
地
位
を
表
す
語
で
あ
り
筆
者
は
御
史
台
の
地
位
に
あ
る
者
と
解
し
た
。

東
洋
文
庫
蔵
本
、
二
ニ
九
葉
裏
も
関
田
】
冊
目
g
で
あ
る
。
関
曲
目
o
v
c
に
つ
い
て
は
、
同
M
O
R
n
v
g
g－匂・

5
叶
は
「
？
」
を
付
す
の
み

で
あ
り
、
沈
一
九
八
五
、
九
二
頁
、
註
一
一
は
不
明
と
す
る
。
あ
る
い
は
大
護
国
仁
王
寺
が
隣
接
し
た
高
良
河
を
音
写
し
た
と
も
考
え
ら

れ
る
が
、
法
旨
⑬
で
は
高
良
河
は
の

E
．g－
吉
田
崎
町
。
と
漢
字
音
を
正
確
に
写
そ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
え
る
の
に
比
し
て
、
特
に
－
帽
を

良
字
を
写
し
た
と
す
る
に
は
余
り
に
粗
略
に
渇
き
る
。
し
か
し
、
チ
ベ
ッ
ト
語
で
解
け
な
い
以
上
そ
れ
は
何
ら
か
の
音
写
で
あ
り
、
そ
れ

も
河

9
0＼
V
C
〉
の
名
を
写
し
た
も
の
と
考
え
て
大
過
な
か
ろ
う
。
こ
こ
で
は
こ
れ
が
高
良
河
を
写
し
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す

る
に
留
め
て
お
く
。

MM叩窓口
F
5
8・。・

5
コ
仁
慶
礼
西
一
九
八
四
、
五
五
頁
。

こ
の
施
主
・
帰
依
処
が
ク
ピ
ラ
イ
と
パ
グ
パ
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
文
脈
上
間
違
い
な
い
、
沈
一
九
八
五
、
九
二
頁
、
註
一
三
百
円

F
g
n
F
5
8・同
Y
H恒
三
仁
慶
札
西
一
九
八
四
、
五
五
頁
。

福
田
・
石
演
一
九
八
六
、
六
九
頁
。

（幻〉
（沼）

（お〉
〈斜〉

（お）
ハお）
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言己

小
稿
は
平
成
五
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
一
端
で
あ
る
。

（
大
学
院
後
期
課
程
学
生
）


